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　第 1 図は，1982 年 4 月～ 6 月，第 2 図は，7 月～ 9 月の北信観測所の観測網（ 富士川地殻

変動観測所梅島観測点を含む ）のデータを用いて決定した微小地震の震央分布図である。

　この期間にみられたやや顕著な活動としては，9 月上旬に発生した新潟・長野県境付近の苗

場山付近の群発地震があった。第 3 図は，震源域に最も近い津南観測点（ Ｓ－Ｐ時間 ：＝ 2.3 秒 ）

で記録された 1 時間毎の地震回数の変化である。地震回数は，2 日 01 時過ぎから急増後漸減し

ており，一見余震活動のようにみえるが，最初に大きい地震はなく 2 日午前中の地震はすべて

Ｍ 0.5 ～ 1.5 の微小地震であった。最大地震（ ＭJMA ＝ 3.3 ）は，地震発生頻度がかなり低下し

た 3 日 15 時 13 分に発生した。

　北信観測網の地震観測点については，以前報告した１）が，その後，観測点コードの変更，観

測点の増設があったので，第 1 表に新しい一覧表を掲げる。第 4 図は，9 月現在の観測点配置

図である。
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第 2 図　1982 年 7 月～ 9 月の震央分布図
Fig. 2　Distribution of epicenters in the Shin-etsu district, July-September, 1982.

第 1 図　1982 年 4 月～ 6 月の震央分布図
Fig. 1　Distribution of epicenters in the Shin-etsu district, April-June, 1982.
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Fig. 3　Hourly number of microearthquakes observed at Tsunan （TUJ）, showing the earthquake swarm activity 
in September near Mt. Naeba, in the Niigata-Nagano border region.

第 3 図　津南（ ＴＵＪ ）において記録した苗場山付近の群発地震の時間別回数

―98―



Fig. 4　Distribution of seismograph stations of the Hokushin Observatory. Stations 
linked by line are telemetered to the Hokushin Observatory.

第 1 表　北信微小地震地殻変動観測所地震観測点一覧表

Table 1　List of seismograph stations of the Hokushin Observatory.

第 4 図　北信微小地震・地殻変動観測所（ 柏崎微小地震
　　　　観測所を含む ）の地震観測点分布図。線で結ん
　　　　だ点はテレメータ点
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